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ぎのわん地域づくり塾

Step Up

講座 地域コーディネーター養成講座

受講生募集！

期  間　７月～10 月      受 講 料　無料　　

受講資格　市内外の1 8 歳以上の方、卒業生も対象

募集期間　6月29日（金）まで

主  催　市／社協      共  催  沖縄国際大学

問合せ　市民協働推進課　☎893-4119

ぎのわん地域づくり塾

地域づくりを学び、自分自身を高めたい！

色々な方と繋がりができます！

新しいこと、一緒に始めませんか？

内　　容

公開講座

地域づくりの実践の現場から学ぶ

地域課題の「現象」と「原因」を考える

「企画」の立て方とファシリテーション

地域課題を調べる＆企画を立てる①

地域課題を調べる＆企画を立てる②

中間発表（企画のブラッシュアップ）

最終発表・修了式

対談「地域コミュニティを経営する」

高崎経済大学

教授　櫻井 常矢 氏

那覇市繁多川公民館

館長　南 信乃介 氏
×

日　　付

7 月 2 日（月）

7 月 27 日（金）

8 月 10 日（金）

8 月 19 日（日）

9 月 6 日（木）

9 月 17 日（月）

10 月 6 日（土）

10 月 21 日（日）

時　　間

18：00～21：00

19：00～21：30

19：00～21：30

9：00～15：30

19：00～21：30

13：00～17：00

9：00～15：30

9：00～16：00

場所：上大謝名公民館  他　　※内容・日付・時間が変更となる場合があります。

ぎのわん地域づくり塾（２期生）の声

カリキュラム

異業種、異分野の

メンバーがチーム

で学び合う

地域の現場で

学び、地域へ

提案する

行政、民間、福祉、自治会等、

異なる専門性を持つ方達と

チームで学び合います。

宜野湾市での地域

づくりの仲間と

ネットワーク

塾生同士や地域の方達との関わ

りだけでなく、修了生61名と

のネットワークが広がります。

地域の方々とも話し合い、

3 ヵ月間かけて地域の課題を

探し、解決策を提案します。

ぎのわん地域づくり塾

アドバイザー

高崎経済大学 地域政策学部　

地域づくり学科　教授

櫻井  常矢 氏
さくらい　　つね  や みや  じ　　　き  いち

平成24年度より宜野湾市市民

協働講座・研修講師・市民協

働推進施策助言支援

宜野湾市市民協働推進審議会

委員。平成28年度よりぎのわ

ん地域づくり塾運営

ＮＰＯ法人まちなか研究所

わくわく　事務局長

宮道  喜一 氏

ぎのわん地域づくり塾

講師

安里ひなのさん （琉球大学  学生）

参加するまで地域づくりや地域で

の活動はあまり知らなかったので、

様々な活動、年代の方と交流する

ことで良い刺激になりました。

エクスタスティン昇子さん
（NPO 法人）

充実した 4 ヵ月でした。知識だけ

ではなく、肌で感じるものも多く、

ここで得たことは今後、様々な場

面でも活かせると思います。

本塾の魅力 

はココ！

協働するまちづくり

ぎ
の
わ
ん
地
域
づ
く
り
塾
と
は

働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
が
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

本
塾
で
は
、
講
義
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、

ゼ
ミ
を
通
じ
て
、
モ
デ
ル
地
区
（
上

大
謝
名
）
の
地
域
課
題
を
と
ら
え
、

解
決
の
た
め
の
企
画
提
案
を
行
う
過

程
か
ら
、
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
育
成
し
ま
す
。

協

ＱＲコード

公開講座のみの参加も
可能！

▲ 動画もチェック
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ぎのわん地域づくり塾の修了生に

お話を聞きました！
卒業生

　活躍中!!

地域づくり助成事業を活用。

ぎのわん情報発信アプリ開発！

本市では、市民が自ら考え自ら行う地域づくり事

業に対して助成を行っています。その助成金制度を

活用して、市民による「ぎのわん情報発信アプリ」

が完成しました。宜野湾市の身近な地域情報を発信

し、まちの活性化を目的としています。市内の自治

会を訪問しインタビュー形式で各自治会の想いや特

徴を記事にしています。ぜひご覧ください。

Q.1Q.2

Q.1Q.2
ぎのわん地域づくり塾（１期生）

盛長  健 さん

（ぎのわん情報発信アプリを開発）

ぎのわん地域づくり塾（１期生）

東  圭子 さん

（The 井戸端会議 実行委員会 代表）

公
園
を
地
域
住
民
の
「
集
い
の
場
」
と

し
て
活
用
で
き
な
い
か
と
提
案
し
ま

し
た
。
周
り
の
仲
間
も
賛
同
し
て
く

れ
て
、
井
戸
端
会
議
実
行
委
員
会
を

設
立
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
公
園
を
よ
り
身
近
に
、
親

し
み
を
持
っ
た
空
間
に
す
る
こ
と

で
、
住
民
の
人
々
が
継
続
し
た
交
流

を
図
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指

し
た
企
画
を
考
え
、
５
月
26
日
（
土
）

に
宇
地
泊
の
か
た
ば
る
公
園
で
防
災

を
テ
ー
マ
に
『T

h
e

井
戸
端
会
議
』
を

開
催
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
企
画
な
の
で
至
ら
な
い

点
も
多
々
あ
り
、
今
後
の
活
動
の
参

考
へ
と
た
く
さ
ん
の
ご
指
導
も
頂
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
子
ど
も
達
の

笑
顔
や
テ
ン
ト
の
中
で
の
ゆ
ん
た
く

会
な
ど
を
拝
見
し
て
、
あ
る
程
度
の

手
ご
た
え
も
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
こ
の
開
催
が
少
し
で
も
地
域
の

方
々
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
ご
協
力
頂
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
ぜ
ぎ
の
わ
ん
地
域
づ
く
り
塾
で

学
ぼ
う
と
思
っ
た
の
で
す
か
？

私
は
５
〜
６
年
前
に
宜
野
湾
市
に

移
住
し
、
地
域
の
方
が
気
軽
に
立
ち

寄
れ
、
笑
顔
に
な
れ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
情
報
発
信
の
拠
点
」

み
た
い
な
存
在
に
な
れ
ば
と
コ
ー

ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
を
始
め
ま
し
た
。
地

域
づ
く
り
塾
へ
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
や

子
ど
も
の
居
場
所
に
関
わ
る
活
動

等
、
自
分
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
が
地

域
の
役
に
立
て
な
い
か
学
ぶ
た
め
に

受
講
し
ま
し
た
。

今
、
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
？

「
地
域
づ
く
り
塾
」
の
卒
業
生
は
、

月
に
一
度
集
ま
っ
て
情
報
交
換
を
重

ね
て
い
ま
す
。
そ
の
交
流
会
の
中
で

な
ぜ
地
域
づ
く
り
塾
で
学
ぼ
う
と

思
っ
た
の
で
す
か
？

地
域
活
性
化
の
役
に
立
て
れ
ば
と

思
い
、
情
報
発
信
サ
イ
ト
運
営
を
始

め
た
の
で
、
地
域
の
こ
と
を
も
っ
と

知
り
た
い
と
思
い
、
ま
ず
は
、
公
開
講

座
に
参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

今
、
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
？

平
成
29

年
度
に
市
の
地
域
づ
く
り

事
業
助
成
金
を
受
け
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
ア
プ
リ
を
使
っ
て
、
地
域
の
情

報
を
広
く
多
く
の
方
に
届
け
る
と
い

う
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
情

報
発
信
ア
プ
リ
が
、
新
し
く
移
り
住

ん
だ
人
も
、
ロ
ー
カ
ル
な
イ
ベ
ン
ト

や
活
動
、
そ
の
地
域
の
魅
力
な
ど
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
住
み
よ
い
地
域

を
つ
く
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

５
月
26

日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
『T

h
e
 

井
戸
端

会
議
』
の
様
子
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。


